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河川整備計画検討の流れ
第１回 流域学識者会議
・平成１９年１１月１５日（松山市）

第１回 流域住民の意見を聴く会
・平成１９年１１月２４日（東温市）

・平成１９年１１月２６日（松山市）

第１回 流域市町長の意見を聴く会
・平成１９年１２月１２日（松山市）

各会場での意見２４人各会場での意見２４人 ７５件７５件

パブリックコメント５３通パブリックコメント５３通 ８９件８９件

合計合計 １６４件１６４件

各会場での意見１６人各会場での意見１６人 ５６件５６件

パブリックコメント３８通パブリックコメント３８通 ６０件６０件

合計合計 １１６件１１６件
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第２回流域学識者会議
・平成２０年２月１８日（松山市）

第２回流域住民の意見を聴く会
・平成２０年２月１８日（松山市）

・平成２０年２月２２日（東温市）
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河川整備計画の対象区間・期間

出合

湯渡

本整備計画は、重信川水系河川整備基本方針に本整備計画は、重信川水系河川整備基本方針に
基づき、重信川の総合的な管理が確保できるよう河基づき、重信川の総合的な管理が確保できるよう河
川整備の目標及び実施に関する事項を定めるもの川整備の目標及び実施に関する事項を定めるもの
でであるある。その。その対象期間はおおむね対象期間はおおむね3030年年とする。とする。
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河川整備計画の目標

本整備計画では、本整備計画では、戦後最大流量戦後最大流量を記録したを記録した平成平成1313年年66月洪水と同規模月洪水と同規模の洪水の洪水
を安全に流下させる。を安全に流下させる。

重信川重信川及び石手川及び石手川
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河川整備基本方針河川整備基本方針河川整備計画河川整備計画

７７０７７０

３，３００３，３００

基本高水流量基本高水流量

（（mm3/s3/s））

４４０４４０

２，５００２，５００

河道整備流量河道整備流量

（河道の整備で対応（河道の整備で対応
する流量）する流量） （（mm3/s3/s））

５５０５５０５５０５５０湯渡湯渡石手川石手川

３，０００３，０００２，５００２，５００出合出合重信川重信川

計画高水流量計画高水流量

（（mm3/s3/s））
目標流量目標流量

（（mm3/s3/s））
基準地点基準地点河川名河川名
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東温市

砥部町
伊予市

松山市

松山市

松山市役所

愛媛県庁

松山市

東温市役所
松前町役場

河川整備計画メニュー

伊予市役所

井門霞堤

東温市

松前町

市坪霞堤
古川霞堤

井門霞堤

広瀬霞堤
中野霞堤

南野田霞堤

開発霞堤

井口霞堤

見奈良霞堤

JR石手川橋梁

砥部町役場

市町村境

県庁

市役所、町役場

国の出先機関

学校（避難所）

①治水
（目標）戦後最大洪水と同規模の洪水を安全に流下させる
○家屋浸水の恐れのある井門霞堤箇所の堤防整備
○局所的な深掘れや堤防浸食に対する堤防強化
○堤防漏水に対する堤防強化
○洪水の流下に悪影響の恐れがある石手川ＪＲ橋梁の改築
○堤防断面不足箇所の堤防断面積の拡大等の堤防整備
○大規模地震への対応 等

③環境
（目標）動植物の生息、生育、繁殖環境の保全と再生
○重信川中流域での、霞堤の環境再生、水辺植生・樹林の保全、
再生等による水と緑のネットワークの確保
○重信川下流域での、水辺植生の保全、再生、干潟の保全 等

②利水
（目標）流水の正常な機能を維持するための流量を検討
○河川流量と伏流水、瀬切れとの関係性などの水循環
に関する研究の実施
○関係機関と連携を図りながら流域内の健全な水循環
の構築の調査、検討 等

 

重 

川 

信 

井門霞堤 

下流側上空から井門
い ど

霞堤を望む

 

瀬切れ区間

砥部川

瀬切れ区間

砥部川

重信川10k付近より上流の瀬切れ状況 

（H15年 1 月撮影）

重信川河口（干潟の保全）

堤防整備済み区間

堤防整備未整備区間

流下能力不足箇所

家屋床上浸水の恐れ
がある霞堤箇所

局所的な深掘れに対す
る安全度が低い区間
（根入れ不足箇所及び
高水敷幅不足箇所）

堤防断面不足箇所の
堤防断面積の拡大等
の堤防整備

弱小堤防補強対策
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河川整備計画の費用対効果
重信川水系河川整備計画の費用対効果は、重信川水系河川整備計画の費用対効果は、Ｂ／Ｃ＝Ｂ／Ｃ＝1100..9797

（純現在価格は、（純現在価格は、Ｂ－Ｃ＝Ｂ－Ｃ＝620620..88億円億円 ））
■河川整備計画の効果（Ｂｅｎｅｆｉｔ）■河川整備計画の効果（Ｂｅｎｅｆｉｔ）
・・・河川整備計画での堤防整備等により軽減された被害額・・・河川整備計画での堤防整備等により軽減された被害額
総Ｂｅｎｅｆｉｔ総Ｂｅｎｅｆｉｔ 約約682682..44億円億円

■河川整備計画の費用（Ｃｏｓｔ）■河川整備計画の費用（Ｃｏｓｔ）
・・・河川整備計画の対象期間（河川整備計画策定から概ね３０年）に・・・河川整備計画の対象期間（河川整備計画策定から概ね３０年）に
堤防整備等に要する費用堤防整備等に要する費用
総Ｃｏｓｔ総Ｃｏｓｔ 約約62.362.3 億円億円 便益の算定に使用した被害内容便益の算定に使用した被害内容

■直接被害額の算定■直接被害額の算定
・一般資産被害額・一般資産被害額
（家屋、家庭用品、事業所償却・在庫（家屋、家庭用品、事業所償却・在庫
資産、農漁家償却・在庫資産）資産、農漁家償却・在庫資産）
・農作物被害額・農作物被害額
・公共土木施設等被害額・公共土木施設等被害額
■間接被害額の算定■間接被害額の算定
・営業停止損失・営業停止損失
・家庭における応急対策費用・家庭における応急対策費用
・事業所における応急対策費用・事業所における応急対策費用

浸水区域図浸水区域図

（現況河道、（現況河道、H13H13.6.6洪水波形、洪水波形、1/1501/150））
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国道国道196196号号

伊予鉄道郡中線

伊予鉄道郡中線

国道国道5656号号

JRJR予讃線予讃線

四国縦貫自動車道

四国縦貫自動車道

伊予灘伊予灘

松山城松山城 国道国道1111号号

国道国道3333号号

松山空港松山空港
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